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論文内容の要旨

1988年4月 23 日(以後4/23) ， X線天文衛星『ぎんがJ に搭載されている全天X線監視装置は，こぎつね座の方向

に超軟X線新星GS2000+ 25 を発見した。 4/28 に最大光度に達したこの天体は，エネルギースペクトルが非常に軟

らかく，時定数約 30 日で減光し，ピークから 70数日後に 2回目のフレアを起こした。これらの特徴がブラックホール

有力候補星A0620 -00 の特徴と似ていることから，ブラックホール候補星であると考えられている。

同衛星搭載の大面積比例計数菅が取得した GS2000 + 25 の 1988年 4/30--12/16 の観測データを解析し以下の

事柄が明らかになった。

(1)X線のエネルギースペクトルは，降着円盤に起因する多温度黒体轄射成分及び巾関数型成分の 2成分モデルで説明

することができた。この結果，最大ピークから 225 日後の 12/9 から 232 日後の 12/16 の聞に，降着円盤成分と巾

関数型成分の 2成分が存在する High-state から巾関数型成分のみのLow-state へ変化していたことがわかった。

降着円盤の内縁温度は， 4/30 の1.2keV より 12/9 の 0.3keV まで時定数 170 日で徐々に低下していった。この間，

降着円盤の内縁半径は--106cmでほぼ一定であった。一方，巾関数成分の巾は， High -sta te から Low-stateへの

変化に伴い- (2.2--2.6) から- (1.7-- 1. 8) へ増加した。巾関数型成分として電子雲による逆コンプトン散乱成分

を考えると (4kT/ m,c2) Max (τ ， τ2) で定義される yパラメーターが， 0.3--0.5 から1.0へと増加した。電子雲

に入射前の黒体幅射の温度は， 4/30 の1.3keV から 12/16 の 0.2keV と低化した。

(2) この天体からの X線強度の短時間変動の激しさを規格化パワースペクトル(平均強度に対する振幅の 2乗で以後

NPSD と呼ぶ)を用いて評価した。降着円盤成分と巾関数型成分のNPSDがそれぞれ，パワーロー型と中心周波数O

の Lorenzian 関数で近似されるフラットトップ型であるとすると，観測された NPSD の値や形の変化をこの 2関数

の和として説明することができた。各成分の X線強度で規格化した High -state の降着円盤成分と巾関数型成分の

NPSDの値はそれぞれほぼ一定で， 0.3Hz で 3 X 10- 5, 0.9 X 10- 3 のオーダーであった。 Low-stateでの巾関数型

成分の NPSD は， High -state の巾関数型成分よりも大きく形も異なり，その値は--10- 2 であった。

(3) このように， High -state と Low -state では巾関数型成分は，エネルギースペクトルも X線強度の短時間変動
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の激しさも異なっていた。

(て上述 ωωω の結果は，ほんが』衛星が 1991 年に発見，観測した超軟X線新星釧24 -683 の特徴と非
:吊によく似ていた。但し High -state から Low-state に変化した時期と X線強度は異なっており， GS2000 + 25 
の方が 100 日遅く X線強度が l 桁暗い時期に変化した。

(5) 上述 (3) の結果は， CygX -1, GX339 -4, GS2023 + 338 などでも見られ，これらのブラックホール候補星で
は High -state から Low -state への変化の共通のメカニズムの存在を強く示唆する。

論文審査の結果の要旨

X線新星GS2000+ 25 よりのX線の時間変動を，規格化ノ守ワースベクトル密度を用いて解析した。その結果， X線
の短時間変動は， X線のエネ舛ースペクトルの 2成分である降着円盤成分とべき関数型成分に固有の特性を持つもJ
であることを見つけた。この結果は他のプラックホール候補X線新星 GS1124 -683 と共通するものであり，ブラ吋
クホー峨補X線天体における X線放射の研究に重要な手が村を与えるもので，博士(理学)の学位論文として十ム
価値のあるものと認める。
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